
順 位 部落名 得 点 

優 勝 小 松 162 点 

準優勝 下大野 159 点 

3 位 川 上 157 点 

4 位 広 見 132 点 

チ
ー
ム
の
結
果 

5 位 久・延 128 点 

種目名 優 勝 成 績 

綱引き 下大野 15 点 

150 歳縄跳び 下大野 H18年から5連勝

220 歳リレー 下大野 15 点 

長靴飛ばし（児童） 
東谷一彪 
（6 年生：小松） 

16.25ｍ 

種

目

の
結

果 

長靴飛ばし（成人） 土居浩行（延川） 25.15ｍ 

 

                

総
合
優
勝
は
小
松
部
落 

 
 
 
 
 
  

三
島
地
区
大
運
動
会 

「
み
ん
な
の
力 

集
ま
れ 

三
島
」
を
テ
ー
マ
に
晴

天
に
恵
ま
れ
た
九
月
十
九
日
（
日
）
、
三
島
小
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
三
島
の
老
若
男
女
が
一
同
に
揃
い

大
運
動
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
で
九
回
目
と
な
っ
た
合
同
運
動
会
に
は
、 

園
児
二
十
九
人
、
児
童
四
十
八
人
、
一
般
約
四
百 

人
の
選
手
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
や
踊
り
に
汗
を 

     

流
し
ま
し
た
。 

 

体
協
や
部
落
の
役
員
さ
ん
に
は
、
選
手
の
確
保

か
ら
運
営
に
至
る
ま
で
大
変
ご
苦
労
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
や

ご
支
援
の
も
と
、
大
会
が
無
事
終
了
出
来
た
こ
と

に
対
し
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

平成 22 年

三
島
公
民
館
だ
よ
り 

                         

 
「デカパンでＧＯ！」男女がペアになり、2 人
で仲良く大きなパンツを穿いてグラウンドを
半周します。選手の皆さんは、苦しいながら
も笑顔で最後まで一生懸命走りぬきました。 

11月
運動会の力自慢対決の「綱引き」。引

き合う時間は 15 秒。どのチームも優

勝を目指して、足を踏ん張り、腰を入

れて縄のひっぱりあいです。選手の皆

さん、大変お疲れ様でした。 

前年度優勝チーム（下

大野）の代表、松本拓

郎さんの正正堂堂と

した選手宣誓の後、い

よいよ競技開始です。

№96 

【 競技の結果 】 消防団第 4 分団による 
「むかで競争」。途中 2 箇

所の障害をクリア。日頃の

訓練で培ったチームワー

クでゴールを目指します。

「Ｆ1 レース」の一場面。

今年は、最後の難関だった

竹馬から誰もが子供の頃、

遊んだ事のあるポックリ

に変更しました。選手の皆

さん、ポックリの乗り心地

はいかかでしたか？ 



 

ま
ず
は
、
午
前
中
に
小
学
校
で
い
も
た
き
の
仕
込

み
。
そ
の
後
、
公
民
館
へ
移
動
し
、
大
鍋
に
具
材
を

入
れ
て
調
理
。
午
後
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
ク
ロ

ッ
ケ
ー
。
後
は
お
待
ち
か
ね
の
自
分
達
で
調
理
し
た

「
い
も
た
き
」
に
小
越
さ
ん
と
松
下
さ
ん
特
製
の

「
こ
や
豆
の
餡
子
」
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
「
ぼ
た
も

ち
」
を
み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

お
腹 

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
よ 

  
 
 
 

ク
ロ
ッ
ケ
ー
＆
い
も
た
き
交
流
会 

  

戸
祇
の
子
学
級
、
秋
の
恒
例
行
事
「
お
年
寄
り
と 

児
童
と
の
交
流
会
」
が
十
月
六
日
（
水
）、
三
島
小 

学
校
、
三
島
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

               

 

  

一
個
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て 

一
個
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て 

  

三
島
地
区
球
技
大
会 

三
島
地
区
球
技
大
会 

   

十
月
十
日
（
日
）、
体
協
、
自
治
会
、
公
民
館
の 

 

十
月
十
日
（
日
）、
体
協
、
自
治
会
、
公
民
館
の 

主
催
に
よ
る
球
技
大
会
が
、
三
島
小
学
校
で
開
催
さ 

主
催
に
よ
る
球
技
大
会
が
、
三
島
小
学
校
で
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。 

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
生
憎
の
雨
で
壮
年
と
青
年
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
中
止
。
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ケ
ー
は
十
四
日
に

延
期
と
な
り
、
婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
会
に
は
各
部
落
応
援
の
方
々
が
、

体
育
館
に
た
く
さ
ん
詰
掛
け
、
会
場
は
賑
わ
い
熱
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
試
合
は
大
熱
戦
の
末
、

下
大
野
が
優
勝
。
川
上
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
生
憎
の
雨
で
壮
年
と
青
年
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
中
止
。
高
齢
者
ク
ロ
ッ
ケ
ー
は
十
四
日
に

延
期
と
な
り
、
婦
人
レ
ク
バ
レ
ー
の
み
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
大
会
に
は
各
部
落
応
援
の
方
々
が
、

体
育
館
に
た
く
さ
ん
詰
掛
け
、
会
場
は
賑
わ
い
熱
気

に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
試
合
は
大
熱
戦
の
末
、

下
大
野
が
優
勝
。
川
上
が
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。 

 

試
合
結
果
は
下
表
の
通
り
で
す
。 

 

試
合
結
果
は
下
表
の
通
り
で
す
。 

                        

  

交流会の締めは日頃からお

世話になっている、おじいさ

ん、おばあさんに感謝の気持

ちを込めて「肩たたき」のプ

レゼント。お年寄りの皆さん

は、児童達からの温かいプレ

ゼントに身も心もぬくもり

ました。 

いもたき材料の「里芋・鶏

肉・ゆで卵・竹輪・厚揚げ

蒲鉾」の食材を協力員の松

下若惠さん（小松）と小越

香代子さん（川上）に手解

きを受けながら下拵えを

する学級生達。 

見事！昨年に続いて優勝を果した「下大野チー

ム」。優勝旗、賞状と一緒に笑顔とピースサインで

記念写真に納まる、高平区長・福入監督・五島コ

ーチと今や下大野部落を率いる元気娘の皆さん。

慰労会では、美味しいお酒を飲みながら笑いさざ

めき、大いに盛上ったことでしょう。 

一進一退の攻防が続き、惜しく
もほんの僅かの差で、優勝を逃
した準優勝の「川上チーム」。
負けはしたけれど悔いはなし。
チームワークで最後まで諦め

ず頑張りました。 

【 各種目の試合結果 】 

種 目 成 績 チーム 勝 敗 

優 勝 下大野 4勝0敗 
婦人レク 

準優勝 川 上 3勝1敗 

優 勝 
青年ソフト 

準優勝 
雨天の為中止 

優 勝 
壮年ソフト 

準優勝 
雨天の為中止 

優 勝 川上Ｂ 68点 

準優勝 延川Ａ 67点 
高齢者 
クロッケー 

3 位 小松Ａ 67点 

閉会式で瀧谷会長から優勝

旗、賞状、記念品を受取る下

大野チームの選手。 



  
 

 

見
事
！ 

県
大
会
で
優
勝 

                   
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
、
松
山
の
県
総
合
運
動
公
園
で
開 

催
さ
れ
た
、
県
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
納
め 

ら
れ
ま
し
た
。
一
年
を
通
し
て
熱
心
に
練
習
を
さ
れ
て
い
る 

成
果
で
し
ょ
う
。
県
大
会
と
館
長
杯
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。 

 
 

   

 

標
高 

九
四
六
メ
ー
ト
ル 

 

戸
祇
山
へ
登
ろ
う
会 

  

戸
祇
山
へ
登
ろ
う
会
と
公
民
館
が
主
催
す
る
「
戸 

祇
山
登
山
」
が
十
一
月
七
日
（
日
）、
に
町
内
外
か 

ら
の
参
加
者
（
四
十
二
人
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
日
は
朝
か
ら
悪
天
候
の
為
、
三
島
小
児
童
や 

保
護
者
も
登
山
の
予
定
で
し
た
が
、
児
童
達
の
体
調 

を
考
慮
し
、
今
年
の
登
山
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
一
般
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
天
気
予
報
を 

確
認
し
、「
今
日
の
登
山
は
出
来
る
。」
と
判
断
。
出 

発
時
間
を
遅
ら
せ
て
、
登
山
を
決
行
し
ま
し
た
。 

そ
の
判
断
は
見
事
に
的
中
。
雨
は
上
が
り
、
先
発 

隊
の
登
頂
時
に
は
霧
で
何
も
見
え
な
か
っ
た
景
色

も
、
そ
の
後
、
霧
が
晴
れ
て
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
が
見

え
た
時
に
は
、
参
加
者
か
ら
歓
声
が
揚
が
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
、
安
心
し
て
登
山
が
出
来
る
の
も
、
登 

ろ
う
会
の
皆
さ
ん
が
登
山
道
の
整
備
や
道
標
、
ト
イ

レ
設
置
、
坂
道
の
ロ
ー
プ
張
り
等
に
ご
協
力
を
頂
い

て
い
る
お
蔭
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

         

 

総
桧
の
屋
内
運
動
場 

 
 
 
 

体
育
館
建
設
委
員
会 

  

平
成
十
九
年
度
に
体
育
館
建
設
委
員
会
が
発
足
。

し
か
し
、
体
育
館
の
改
築
時
期
が
町
当
局
の
諸
般
の

事
情
に
よ
り
延
期
。
二
十
二
年
度
に
入
り
設
計
委
託

料
が
予
算
化
さ
れ
建
築
が
本
格
化
。
事
業
の
内
容
は

以
下
の
通
り
で
す
。
来
年
の
夏
休
み
期
間
中
か
ら
、

体
育
館
の
撤
去
作
業
に
入
る
事
が
決
定
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。 

            

愛媛県老人クラブ 
スポーツ大会  

10/28(木) 

第 5 回 館長杯 

クク

順 位 チーム名 

優 勝 小 松Ｂ 

2 位 延 川Ａ 

3 位 川 上Ｂ 

4 位 川 上Ａ 

5 位 小 松Ａ 

クロロロッッッケケケーーー大大大会会会ののの結結結果果果   

開催日：11 月 11 日（木） 初優勝 
出 場チーム：50チーム 

選手名 

松浦   忠 松浦   寛  
坂本 幹夫 松浦 孝子   

愛媛スポレク祭2010  
10/31(日) 

初優勝 
出 場チーム：11チーム 

選手名 

伊手 英明 伊手 リツヱ 
中山 壽雪 

午前9時30分、戸祇山の頂上

を目指して参加者42人は三島

小を出発。途中 3 回の休憩を

とり、杖を頼りに苦しいながら

も山道を歩くこと約 3 時間。

全員が登頂に成功しました。 

 
三島小屋内運動場 改築計画完成予想図 
 

 設 計 ： 新企画設計株式会社（松山市） 
 
平成 23 年度には 
総桧づくりの立派で機能的な体育館が    

○
新
築
工
事
：
約
八
カ
月 

 
    

○
場
所
：
現
在
地
に
建
築 

 
 

完成する予定です。 

○
木
材
：
桧
（
地
区
内
で
調
達
予
定
）
伐
採
は
今
年
中
の
予
定 

千
五
百
本
か
ら
千
六
百
本
の
桧
が
必
要
で
す
。
持
ち
山
に
桧 

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
是
非
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

○
設    

計
：
本
年
度
中
に
完
了 

○
解
体
工
事
：
約
二
カ
月 

 



行事の報告・予定 
 

－ 11 月 － 
 

11 日（木）第 5 回 館長杯  

       クロッケー大会 

      8：30～ 

 

21 日（日）農民祭 

     総合文化祭 8：30～ 

      三島小学校 

 

29 日（月）戸祇の子学級 
      炭焼き体験（窯入れ） 

 

－ 12 月 － 

 

（初旬）  公民館運営審議会 

     19：00～ 

 

13 日（月）戸祇の子学級 

     炭焼き体験（窯出し） 

 

27 日（月）戸祇の子学級 

      注連飾り作り 

 
 
 
 

祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

 

 
発 行 者 

鬼北町小松 1523 
 島 公 民 館 
電話：48-0111 
FAX：48-0303 

 
館だよりは、下記のア
にアクセスすれば、

ーでご覧になれます。 
 

北町ホームページ 
ス http//www.town. 
 kihoku. ehime.jp/ 

三

公民
ドレス
カラ

鬼
アドレ
   

 

 
 
 
 
 
 

 

我
が
愛
し
の
三
島 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
           

す
。
三
島
に
来
て
半
年
が
経
ち
、
環
境
に
も
慣
れ 

今
月
は
、
地
域
の
安
全
と
私
達
の
生
活
を
守
り
な
が
ら
着

任
以
来
、
地
域
行
事
に
は
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
る
駐
在

所
の
中
村
さ
ん
（
ご
夫
婦
）
に
執
筆
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

在
所
に
着
任
し
ま
し
た
中
村
公
昭
、
三
十
一
歳
で 

毎
日
を
楽
し
く
送
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
の
四
月
に
三
島
駐 

 

 

さ
て
、
三
島
に
移
り
住
ん
で
い
る
今
、
私
に
は 

二
つ
の
夢
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
管
内 

約
千
五
百
人
お
ら
れ
る
住
民
の
方
々
に
私
の
顔
と

名
前
を
覚
え
て
頂
き
た
い
事
で
す
。
約
七
百
世
帯

の
中
、
現
在
約
二
百
世
帯
の
家
庭
に
巡
回
連
絡
（
家

庭
訪
問
）
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
全
世

帯
を
目
標
に
巡
回
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
パ
ト
カ

ー
が
来
て
も
驚
か
ず
気
軽
に
声
を
掛
け
て
下
さ
い
。 

 

二
つ
目
は
、
自
然
豊
か
で
人
情
味
の
温
か
い
三

島
の
地
で
子
供
を
授
か
る
こ
と
。
去
年
結
婚
し
た

の
で
す
が
、
ま
だ
子
供
を
授
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

良
き
方
法
や
食
べ
物
、
願
か
け
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
駐
在
所
ま
で
一
報
を
頂
け
た
ら
思
い
ま
す
。 

 
今
後
も
今
以
上
に
、
地
域
の
皆
様
が
安
全
で
安

心
し
た
生
活
を
送
れ
る
こ
と
と
、
二
つ
の
夢
を
実

現
で
き
る
よ
う
公
私
共
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ご
寄
附
の
お
礼 

 

三
島
自
治
会
・
三
島
公
民
館
主
催
事
業
へ
、
次

の
方
か
ら
ご
芳
志
を
頂
き
ま
し
た
。 

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

九
月
二
十
一
日 

木
原 

三
男
さ
ん 

（
下
大
野
） 

大
野
） 

九
月
二
十
二
日 

高
平 

吉
德
さ
ん 

（
下
大
野
） 

九
月
二
十
二
日 

高
平 

吉
德
さ
ん 

（
下
大
野
） 

九
月
二
十
四
日 

駄
場 

 

豊
さ
ん 

（
川 

上
） 

九
月
二
十
四
日 

駄
場 

 

豊
さ
ん 

（
川 

上
） 

十
月 

 

八
日 

 

瀧
谷 

和
子
さ
ん 

（
川 

上
） 

十
月 

 

八
日 

 

瀧
谷 

和
子
さ
ん 

（
川 

上
） 

十
月 

十
九
日 

野
中 

幸
子
さ
ん 

（
延 

川
） 

十
月 

十
九
日 

野
中 

幸
子
さ
ん 

（
延 

川
） 

                  

№33 

リ
レ
ー 

エ
ッ
セ
イ 

私 の 夢 
 

－三島駐在所－ 
 

中村 公昭 所長 
綾子 夫人 

 
【写真は戸祇登山(11/7)の帰り道】 

お 知 ら せ 
 

来年の公民館だより 3 月号

の表紙をあなたの写真で飾

ってみませんか？ 
 

３月号はカラーページにな
ります。そこで三島の四季
折々の風景写真や人々、さら
に行事の写真等何でもＯＫ
です。皆さんの応募をお待ち
しております。 
 
応募締切日 平成 23 年 1 月 31 日

問い合わせ 三島公民館 

        48-0111 


